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今
回
の
会
議
は
、
地
区
労
福
協
間
の
意
見
交
換
の

時
間
を
多
く
設

定
し
、
情
報
の
共

有
化
と
意
思
疎

通
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
午
前
中

か
ら
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
冒
頭
、
中
山
理
事
長
よ
り
、「
今
次
闘
争

で
は
、『
底
上
げ
春
闘
2
年
目
』
と
し
て
、
月
例
賃
金

の
引
き
上
げ
に
こ
だ
わ
り
、
賃
上
げ
の
流
れ
を
継
続

さ
せ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
経
営
側
は
、
世

界
的
な
政
治
・
経
済
の
不
透
明
感
が
も
た
ら
す
先
行

き
懸
念
や
、
3
年
連
続
の
賃
上
げ
に
よ
る
賃
金
水
準

の
上
昇
、
物
価
水
準
な
ど
を
理
由
に
、
賃
上
げ
に
対

し
て
慎
重
か
つ
厳
し
い
態
度
を
取
り
続
け
て
い
る
。

連
合
と
し
て
、「
経
済
の
自
律
的
成
長
」
実
現
に
向
け

た
労
使
の
社
会
的
責
任
や
人
へ
の
投
資
が
企
業
の
存

続
と
成
長
に
寄
与
す
る
こ
と
を
訴
え
、
賃
金
の
引
き

上
げ
を
求
め
、
粘
り
強
く
各
組
合
を
支
え
て
い
く
。

一
方
で
、
貧
困
の
拡
大
と
格
差
の
固
定
化
が
進
行
し

て
き
て
い
る
。
今
こ
そ
、
労
働
者
福
祉
運
動
の
柱
の

ひ
と
つ
で
あ
る
「
共
助
の
拡
大
」
を
様
々
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
地
域
で
実
践
・
拡
大
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
本
会
議
を
通
じ
て
、
県
労
福
協
と
地

区
労
福
協
が
情
報
を
共
有
し
、
と
も
に
行
動
を
起
こ

す
組
織
と
し
て
の
連
携
を
お
願
い
し
た
い
。
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

【
生
活
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て
】

　
く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
「
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
」
の

現
状
報
告
で
は
、
１
月
現
在
4
，2
1
0
件
と
昨
年

よ
り
も
増
加
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
6
割
が
就
労
相

談
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
相
談
件
数
の
多
い
地

区
の
特
徴
と
し
て
①
事

務
所
の
立
地
条
件
の
良
さ 

②
ジ
ョ
ブ
無
料
職
業
紹
介

所
業
務
の
実
施 
③
行
政

（
ま
い
さ
ぽ
を
含
む
）
と

の
連
携
が
で
き
て
い
る
等

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
2
0
1
7

年
度
地
区
労
福
協
連
絡
会

議
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に

つ
い
て
は
、
①
地
区
労
福

協
連
絡
会
議
は
年
間
4
回
開
催
し
、
長
野
市
以
外
で

の
実
施
を
検
討
す
る
②
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
各
ブ
ロ
ッ

ク
で
主
体
的
に
開
催
を
決
め
、
県
労
福
協
役
員
を
呼

ぶ
こ
と
と
す
る
等
に
つ
い
て
も
確
認
し
ま
し
た
。

【
２
０
１
７
年
度
長
野
県
勤
労
者
体
育
大
会
県
大
会
の
実
施
に
つ
い
て
】

　
種
目
別
実
施
日
及
び
会
場

①
テ
ニ
ス
（
男
・
女
）

　
　
10
月
21
日
（
土
）
長
野
運
動
公
園

②
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
男
・
女
）

　
　
10
月
28
日
（
土
）
ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ

③
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
・
女
）

　
　
10
月
28
日
（
土
）
ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ

④
野
球

　
　
11
月
11
日
（
土
）

　
　
　
県
営
球
場
・
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム

　
　
11
月
12
日
（
日
）

　
　
　
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム

　
２
０
１
７
年
度
は
参
加
を
呼
び
掛
け
る
ポ
ス
タ
ー

案
を
県
労
福
協
よ
り
各
地
区
労
福
協
に
発
信
し
、
地

区
予
選
参
加
チ
ー
ム
拡
大
の
た
め
に
利
用
し
て
い
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
度
第
二
回
地
区
労
福
協
連
絡
会
議
開
催
！

各
地
区
労
福
協
間
の
連
携
強
化
と

　
　

  

　

 

活
動
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て

３
月
２
日
（
木
）
、
長
野
市
・
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
に
お
い
て
、
県
下
13
地
区
の
代
表
者
の
参
加
の
も

と
２
０
１
６
年
度
第
２
回
地
区
労
福
協
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
題
は 

①
生
活
安
心
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業 

②
長
野
県
勤
労
者
体
育
大
会 

③
地
区
労
福
協
の
活
動　

④
連
携
・
協
同
委
員
会
活
動
の
地

域
展
開
に
つ
い
て　

⑤
消
費
者
被
害
（
特
殊
詐
欺
等
）
防
止
対
策
活
動
に
つ
い
て　

⑥
フ
ー
ド
バ
ン
ク

信
州
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
全
体
で
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

各地区一同に会しての地区労福協連絡会議

挨拶する中山理事長

Ⅰ
．
日
　
　
時
　
２
０
１
７
年
６
月
19
日
（
月
）
　

　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
～

Ⅱ
．
場
　
　
所
　
長
野
市
「
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
」

Ⅲ
．
報
告
事
項

　
　
１
．
２
０
１
６
年
度
活
動
報
告

　
　
２
．
２
０
１
６
年
度
決
算
報
告

　
　
３
．
２
０
１
６
年
度
監
査
報
告

Ⅳ
．
議
　
　
事
　
　

　
　
１
．
２
０
１
７
年
度
活
動
方
針
（
案
）

　
　
２
．
２
０
１
７
年
度
収
支
予
算
（
案
）

　
　
３
．
そ
の
他

一
般
社
団
法
人
　
長
野
県
労
働
者
福
祉
協
議
会 

　
　
第
58
回
定
時
社
員
総
会
の
ご
案
内



　
第
88
回
メ
ー
デ
ー
長
野
県
中

央
集
会
が
、
５
月
１
日
（
月
）

長
野
市
ひ
ま
わ
り
公
園
で
開
催

さ
れ
、
労
働
組
合
や
市
民
団
体

な
ど
か
ら
約
１
４
０
０
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。
細
尾
俊
彦
県
労

連
議
長
は
、
主
催
者
あ
い
さ
つ

で
、
あ
の
戦
争
に
突
き
進
む
暗

黒
の
時
代
と
複
雑
に
重
な
り
を

見
せ
て
い
る
今
日
の
時
代
背
景

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　「
ア
ベ
働
き
方
改
革
で
、
８

時
間
労
働
制
が
崩
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
」「
最
賃
の
大
幅
引

き
上
げ
、
全
国
一
律
最
賃
制
の

確
立
な
ど
の
賃
金
の
底
上
げ
が

必
要
」「
治
安
維
持
法
の
再
来

と
の『
共
謀
罪
』は
廃
案
に
」「
駆

け
つ
け
警
護
や
米
艦
船
の
防
護

な
ど
へ
実
績
づ
く
り
が
進
む
安

保
法
制
は
廃
止
に
」「
米
軍
と

の
共
同
訓
練
は
、
北
朝
鮮
へ
の
軍
事
的
威
嚇
に

日
本
も
加
担
す
る
と
い
う
政
治
的
な
意
思
表
示

と
な
り
危
険
」
と
述
べ
、「
政
治
は
変
え
ら
れ
る
」

と
い
う
希
望
を
語
り
合
え
る
社
会
の
実
現
の
た

め
に
、
野
党
共
闘
と
労
働
者
・
市
民
の
共
同
を

国
民
的
な
広
が
り
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
訴
え

ま
し
た
。

　
参
加
団
体
や
労
組
に
よ
る
メ
イ
ン
企
画
は
、

ア
ベ
政
治
へ
の
怒
り
を
各
分
野
か
ら
寸
劇
で
訴

え
、
最
後
に
国
民
の
我
慢
も
限
界
と
全
分
野
か

ら
の
ア
ベ
退
陣
を
求
め
る
も
の
で
、
参
加
者
の

笑
い
と
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。

　「
８
時
間
働
け
ば
普
通
に
暮
ら
せ
る
ル
ー
ル

の
確
立
」
や
「
憲
法
が
生
き
る
未
来
を
次
世
代

に
確
実
に
手
渡
す
た
め
の
草
の
根
の
取
り
組

み
」
な
ど
を
求
め
る
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採
択
し
、

集
会
後
は
、
冷
た
い
雨
の
中
で
し
た
が
、
デ
モ

行
進
に
出
発
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
青
年
が
中
心
と
な
っ
て
考
え
、

先
導
す
る

コ
ー
ル
を

力
強
く
叫

び
な
が
ら
、

長
野
駅
前

ま
で
デ
モ

行
進
を
行

い
ま
し
た
。

　
第
88
回
長
野
県
中
央
メ
ー

デ
ー
が
、
5
月
1
日
（
月
）
、
長

野
市
城
山
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
労
働
組

合
や
労
働
組
合
の
な
い
職
場
で

働
く
仲
間
と
地
域
の
皆
さ
ん
約

3
5
0
0
名
が
結
集
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
主
催
者
代
表
挨
拶
と

し
て
中
山
実
行
委
員
長
（
連
合

長
野
会
長
）
は
、
被
災
地
へ
の

継
続
支
援
を
強
く
呼
び
か
け
た

後
、
「
働
く
人
を
無
視
し
た
経

済
最
優
先
の
現
政
権
で
は
働
く

者
の
不
安
は
増
す
ば
か
り
で
あ

る
。
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
の
暮
ら
し
の
底
上
げ
・
底
支

え
・
格
差
是
正
の
実
現
に
向
け
、

2
0
1
7
春
闘
の
成
果
を
中
小
・

非
正
規
労
働
者
へ
広
げ
社
会
的

う
ね
り
を
巻
き
起
こ
し
て
い
こ

う
」
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
来
賓
挨
拶
に
続
き
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
信
州
の
美
谷
島

越
子
事
務
局
長
か
ら
、
貧
困
の

連
鎖
の
解
消
に
は
多
く
の
働
く

仲
間
・
企
業
・
市
民
に
よ
る
支
え
が
必
要
だ
と
報

告
頂
き
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
被
災
地
支
援
カ
ン
パ
、
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
、
Ｙ
Ｅ
Ｓ
･
Ｎ
Ｏ
ア
ン
ケ
ー
ト
、
折
鶴
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
労
福
協
連
携
・
協
働
ブ
ー
ス
で

は
、
〇
×
ク
イ
ズ
や
抽
選
会
な
ど
、
昨
年
に
引
き

続
き
大
好
評
で
し
た
。
恒
例
の
大
抽
選
会
で
は
、

県
内
外
の
被
災
地
支
援
に
向
け
た
賞
品
を
大
幅

に
増
や
し
、
一
刻
も
早
い
復
興
、
暮
ら
し
の
底
上

げ
実
現
に
向
け
て
、
心
を
ひ
と
つ
に
力
合
わ
せ
た

メ
ー
デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
社
会
的
課
題
で
あ
る
長
時
間
労
働
是

正
に
向
け
た
特
別
決
議
の
後
、
電
機
連
合
の
養
田

萌
子
さ
ん
に
よ
る
「
メ
ー
デ
ー
宣
言
」
の
提
案
を

満
場
の
拍
手
に
て
採
択
。
最
後
に
中
山
実
行
委
員

長
に
よ
る
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
に
て
式
典
を
終

了
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
あ
げ
な
が
ら
デ
モ
行
進
を
実
施
し
、
道
行
く
人

た
ち
に
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の

実
現
を
訴
え
ま
し

た
。

　
め
ず
ら
し
い
雨
の

中
で
の
メ
ー
デ
ー
。

す
べ
て
の
働
く
仲

間
に
「
幸
せ
が
降
り

込
む
」
よ
う
決
意
を

固
め
合
う
「
底
上
げ

メ
ー
デ
ー
」
と
な
り

ま
し
た
。

～
働
く
者
の
連
帯
で
、「
ゆ
と
り
・
豊
か
さ
・
公
平
な
社
会
」を

　
　
　
　
　

  

実
現
し
、自
由
で
平
和
な
世
界
を
つ
く
ろ
う
～

８
時
間
は
仕
事
に　

８
時
間
は
睡
眠
に

　
　
　
　
　
　

  

残
り
の
８
時
間
は
自
分
の
た
め
に

県労 連 第88回メーデー長野県中央集会

第88回長野県中央メーデー開催！連合長野

主催者挨拶で訴える細尾議長

中山実行委員長による挨拶

デモ行進する参加者

雨のなか元気に行進する参加者
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「春の住宅フェア」「春の住宅フェア」開催される！

長野・須高・北信地区労福協、県労福協・県暮らしサポートセンター主催

2017年度のスタートとなる４月１日（土）・２日
（日）の２日間にわたり長野市・エムウェーブにて、第
15回労福協「春の住宅フェア」を開催し、両日あわせ
て205組530名が来場されました。
今回は北信地区業者より出展企業ブース15社・情報
提供企業５社の合計20社が集結し、“宅地情報”、“新
築・建売・中古住宅相談”、“リフォーム相談”など、
「住まいづくり」に関する盛りだくさんの最新情報やお
役立ち情報を、住宅営業担当者と直接意見交換できる
貴重な機会となり、出展企業ブースコーナーでは多く

の家族が熱心に聞き入っていました。ろうきん住宅ローン相談コーナーでは、具体的な資金計画に対す
るアドバイスや返済シミュレーションの提案を中心に相談をされる方が多くいらっしゃいました。
また、家族で楽しめる企画として、①スタンプラリー抽選会を通じた出展ブース２社以上を回る参加

企画、②＜子ども限定＞ご当地ラーメン射的コーナー、③＜親子
参加＞３Ｄパズル植物育成キット工作コーナー、をご用意し、住
宅フェア会場に来場いただいた多くの家族の皆さんから笑顔があ
ふれていました。
出展企業からは、「土地
探しや住宅購入のきっか
けを見つけたい家族が多
く来場され、ブースを積
極的に回っていたよ」と

振り返りの声をいただき、家づくりを通じた多くの“出会い”
を大切にしたいと改めて感じました。

8つのまちがい探し解答

●1-Aの時計の短針
●1-Cの死神の指
●3-Dのヘルメット
●3-Dのマイク

●4-Aの書類の枚数
●4-Cのヘルメット
●5-Bの涙
●5-Cの襟の形

○

○

○

×
○

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

A

B

C

D

メ ー デ ー チ ラ シ

Q１.

Q２.

Q３.

Q４.

Q５.

クイズ解答

ろうきんカードで使えるコンビニATMが、セブンイレブン以
外に、ローソンやファミリーマートへ拡大し、24時間365日
手数料０円で利用できる。

県労福協では、毎月第２土曜日に専門家（弁護士・司法書士・
社会保険労務士）による「くらし・なんでも相談」（10：00～
16：00）を行っている。<フリーダイヤル 0120-39-6029>

全労済の「こくみん共済キッズタイプ（0～14歳）」の月掛金は
900円です。

コープ（生協）で宅配してくれる食品は、すべて独自の基準を
持って点検した商品である。

長野県住宅生協では、県内で長野・松本・上田・伊那の４地区
に営業所がある。
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長野ろうきんからのお知らせ
　
長
野
ろ
う
き
ん
で
は
、一
人
で
も

多
く
の
若
年
層
の
方
に〈
長
野
ろ
う

き
ん
〉を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

２
０
１
７
年
度
も
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
実
施
期
間

　
２
０
１
８
年
３
月
31
日（
土
）ま
で

■
対
象
者

　
２
０
１
７
年
度
新
入
組
合
員
の
方

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
以
下
の

対
象
商
品
①
②
を
新
規
ご
契
約
の
方

に
ク
オ
カ
ー
ド
５
０
０
円
分
、③
を
新

規
ご
契
約
の
方
に
ク
オ
カ
ー
ド
１
、

５
０
０
円
分
、④
を
新
規
ご
契
約
の
方

に
ク
オ
カ
ー
ド
２
、０
０
０
円
分
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。

　
さ
ら
に
、２
０
１
７
年
12
月
31
日

（
日
）ま
で
に
ア
ン
ケ

ー
ト
に
お
答
え
い
た

だ
い
た
方
の
中
か

ら
、毎
月
抽
選
で
20

名
の
方
に
ろ
う
き
ん

オ
リ
ジ
ナ
ル
名
入
れ

箸
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

■
対
象
商
品

①「
財
形
貯
蓄
」（
一
般
・
住
宅
・
年
金
）

②「
エ
ー
ス
預
金
」（cho

u
-cho

u

シ
リ
ー
ズ
含
む
）

③
給
与
振
込
口
座

④
給
与
振
込
口
座
＋
ろ
う
き
ん
ダ
イ

レ
ク
ト

　
※
①
②
は
、口
座
単
位
の
年
間
お

積
立
額
が
１
２
、０
０
０
円
以
上
と

な
る
新
規
ご
契
約
を
対
象
と
い
た

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の〈
長
野
ろ
う

き
ん
〉に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

〈ろうきん〉
イメージモデル
高梨 臨 2017年4月1日現在

www.nagano-rokin.co.jp

「
２
０
１
６
年
度
第
44
回
全
労
済

小
学
生
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施

し
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、県
内
か
ら
18

校
５
９
０
点
の
版
画（
昨
年
は
25
校

５
４
４
点
）、19
校
１
１
４
点
の
作
文

（
昨
年
は
23
校
２
２
５
点
）が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

２
月
25
日（
土
）に
は
、長
野
県
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、全
労

済
お
よ
び
後
援
団
体
か
ら
賞
状
と

盾
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、優
れ

た
作
文
教
育
と
版
画
教
育
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
小
学
校
に
贈
ら
れ
る

「
学
校
賞
」は
、版
画

の
部
で
は
飯
島
町

立
七
久
保
小
学
校
、

作
文
の
部
で
は
阿

南
町
立
富
草
小
学

校
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

３
月
５
日（
日
）

に
は
、東
日
本
事
業

本
部
主
催
の
中
央

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、版
画
の
部
の
最

優
秀
賞
に
伊
東
咲
幸
さ
ん

（
飯
山
市
立
木
島
小
学
校
２

年
）、中
村
太
河
さ
ん（
飯
山

市
立
木
島
小
学
校
３
年
）、

平
出
瑞
輝
さ
ん（
諏
訪
市
立

四
賀
小
学
校
４
年
）が
選
ば

れ
ま
し
た
。作
文
の
部
で
は
、

伊
藤
駿
さ
ん（
阿
南
町
立
富

草
小
学
校
２
年
）、松
島
梨

紗
さ
ん（
松
本
市
立
寿
小
学

校
５
年
）が
、優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
当
コ
ン
ク
ー
ル
は
、長

野
県
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
生
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。詳
細
は
全

労
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い（
毎
年

７
月
頃
に
募
集
内
容
を
掲
載
予
定
）。

昨
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
社
会
貢
献
活

動「
ご
家
庭
で
の
未
使
用
タ
オ
ル（
新
品
タ
オ

ル
）回
収
」に
つ
い
て
、２
０
１
７
年
２
月
20
日

（
月
）、「
松
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
」へ
未
使
用

タ
オ
ル
１
、０
０
０
枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。同

協
議
会
を
通
じ
、市
内
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

等
で
ご
活
用
い
た
だ
け
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。皆
さ

ま
の
ご
協
力
に
あ
ら
た
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

知事賞を受賞した平出瑞輝さん
（諏訪市立四賀小学校4年）の作品

全労済長野県本部より 1616Z019
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○
空
き
家
を
売
り
た
い

○
中
古
住
宅
を
買
い
た
い

○
相
続
で
引
き
継
い
だ
土
地
な
ど
の

　
　
不
動
産
、ど
う
す
る
？

○
土
地
や
住
宅
を
売
っ
た
ら
税
金
や

　
　
経
費
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
？

○
効
果
的
な
土
地
の
分
割
方
法
は
？

○
土
地
の
相
続
税
を
減
ら
す
方
法
は
？

な
ど
、お
悩
み
、疑
問
な
ど
お
持
ち
の

方
は
ま
ず
は
住
宅
生
協
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

現
在
、住
宅
生
協
で
は
、各
種
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
生
協
は
勤
労
者
の
立
場
に
立
っ

た
仲
介
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、最
近
な
に
か
と
問
題
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
相
続
に
関
し
ま
し

て
も
、土
地
や
建
物
の
査
定
が
必
要
で

あ
れ
ば
お
手
伝
い
し
ま
す
。

ま
た
、協
力
会
会
員
で
あ
る

不
動
産
業
者
、土
地
家
屋
調
査

士
、司
法
書
士
も
お
力
に
な
り

ま
す
。　

万
が
一
ご
相
談
が
複
雑
な

場
合
に
は
県
労
福
協
の
顧
問

弁
護
士
及
び
顧
問
税
理
士
に

よ
る
初
回
１
時
間
無
料
面
接

相
談
も
可
能
で
す
。

国
産
中
心
で
添
加
物
を
な
る
べ
く
使
わ
な
い

生
活
ク
ラ
ブ
の
食
材
は
、子
育
て
に
奮
闘
中
の

マ
マ
に
大
人
気
！

子
育
て
世
代
だ
け
で
は
な
く
、ご
自
身
や
ご

家
族
の
健
康
な
食
生
活
を
ね
が
う
す
べ
て
の
世

代
の
み
な
さ
ま
に
高
く
評
価
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。カ

タ
ロ
グ
は
約
６
０
０
品
目
の
ア
イ
テ
ム
を

掲
載
。け
し
て
品
数
は
多
く
な
い
け
れ
ど
、だ
か

ら
こ
そ
厳
選
さ
れ
た
良
質
な
品
目
で
す
。

長野県労働者住宅生活協同組合
℡026-234-0283

毎
日
食
べ
る
も
の
だ
か
ら
、

　
　
　
　
　
安
心
が
一
番
大
事
！

生
活
ク
ラ
ブ
は

「
食
の
安
全
」に
こ
だ
わ
っ
た
生
協
で
す
。

住宅生協よりお知らせ

生活クラブ本部センター
☎ 0266-24-0222

興味を持たれた方はお気軽にお問い合わ
せ下さい。♪お待ちしています♪

県
生
協
連
か
ら
の
お
知
ら
せ

不
動
産
に
つ
い
て
お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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偽ヤフーはＳＭＳに記載された電話番号に連絡してきた消費者に、「ヤフー〇〇」と
名乗って、有料動画サイトの未払料金の名目で、金銭の支払いを要求している業者で
す。（所在・事業内容は不明）
偽ヤフーは「有料動画閲覧履歴があるため、本日中に登録解除いただけない場合、
身辺調査及び法的措置へ移行となります。ヤフー〇〇」などと記載したＳＭＳを消費
者の携帯電話に送信してきます。
ＳＭＳを見て不安を覚えた消費者は、ＳＭＳ記載の電話番号に電話をします。
偽ヤフーは、電話を掛けてきた消費者に対し、ウェブサイトで動画配信サービスの
提供を行う実在するヤフー㈱の名をかたり、「有料動画サイトに登録があり、延滞金を
含め未払料金が25万円ある」と欺き、裁判の手続きを進めているなどと告げ、その未
払料金の支払いを求めます。また、偽ヤフーは「すぐに全額支払えば、弁護士手数料
の数千円を除いた金額を過払い分として返金する」と告げています。
そして偽ヤフーは、消費者に対し、支払い方法として
大手通販サイトのギフトカード25万円分をコンビニで購
入し、そのカード番号を教えるよう指示します。
不安になった消費者は、支払った金額のほとんどが返
金されるのであれば、すぐに支払ったほうが厄介になら
ないと思い、ギフトカードの番号を教えてしまいます。
そして、偽ヤフーから消費者が払ったお金が返金され
ることはありません。

ＳＭＳ（ショートメッセージサービス）を用いて有料動画の未
払金名目で金銭を払わせようとする事例が全国各地で発生
しています。

詐欺的な行為を行う業者への対応！
　①事業者の名前に聞き覚えがあるからと言って、容易に信用しない。
　②SMSに記載されている電話番号には絶対に電話しない。
　③事業者から要求されてもギフトカードを購入したり、そのカード番
　　号を教えたりすることは絶対にしない。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
通
信
販
売
の
健

康
食
品
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、「
お
試
し

期
間
。
今
な
ら
送
料
の
み
で
購
入
で
き

ま
す
」
と
い
う
Ａ
社
の
広
告
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
一
度
試
し
て
み
よ
う
と
思

い
、
注
文
し
ま
し
た
。

　
注
文
し
た
商
品
を
試
し
て
み
ま
し
た

が
、
効
果
が
実
感
で
き
ず
、
続
け
て
注

文
を
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
新
た
に
注
文
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
Ａ
社
か
ら
同
じ

健
康
食
品
が
届
き
、
商
品
代
金
の
請
求

書
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
お
試
し

分
し
か
注
文
し
て
い
な
い
の
に
、
そ
の

後
に
届
い
た
商
品
の
代
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

　
こ
の
相
談
は
、
近
時
増
加
し
て
い
る
通

信
販
売
の
お
試
し
購
入
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
の
一
例
で
す
。

　
Ａ
社
は
定
期
購
入
を
条
件
と
し
て
１
度

目
の
商
品
代
金
を
無
料
に
し
た
の
で
あ

り
、
広
告
に
も
そ
の
説
明
が
記
載
さ
れ
て

い
た
の
で
す
が
、
相
談
者
は
、
広
告
を
よ

く
読
ま
ず
に
、「
お
試
し
」
と
い
う
文
言
を

「
一
度
き
り
の
購
入
」
と
理
解
し
て
注
文
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
お
そ
ら
く
、
広
告
に
説
明
が
記
載
さ
れ

て
い
た
と
い
っ
て
も
、
小
さ
な
文
字
で

あ
っ
た
り
、
分
か
り
づ
ら
い
場
所
に
書
か

れ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
Ａ
社

も
内
容
を
よ
く
確
認
せ
ず
に
消
費
者
が
注

文
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、
Ａ
社
に
定
期
購
入

を
取
り
や
め
る
旨
の
申
し
入
れ
を
し
て
、

送
ら
れ
て
き
た
商
品
を
返
品
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
Ａ
社
が
悪
徳
業
者
で

解
約
や
返
品
に
応
じ
な
い
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
と
は
い
え
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
し
ま

う
と
、
永
遠
に
商
品
が
届
き
、
代
金
の
請

求
が
な
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、「
定
期
購
入
を
や
め
る
」
と
い
う
意
思

を
明
確
に
Ａ
社
に
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
Ａ
社
に
意
思
を
伝
え
た

こ
と
が
証
拠
と
し
て
残
る
よ
う
、
内
容
証

明
郵
便
で
意
思
表
示
を
し
た
ほ
う
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

　
対
面
式
の
売
買
で
あ
れ
ば
、
購
入
条
件

に
つ
い
て
消
費
者
も
確
認
し
ま
す
し
、
業

者
も
説
明
し
ま
す
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
は
生

じ
に
く
い
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
の
場
合
、
Ａ
社
の
よ
う
に
分
か
り
づ
ら

い
広
告
表
示
を
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

ま
た
、
消
費
者
も
「
お
試
し
」「
無
料
」
と

い
う
魅
力
的
な
表
示
に
ば
か
り
気
を
取
ら

れ
て
し
ま
い
、
広
告
を
よ
く
読
ま
な
い
こ

と
も
あ
る
た
め
、
相
談
者
の
よ
う
な
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　「
お
試
し
」「
無
料
」
と
い
う
表
示
が
あ
っ

て
も
、
購
入
条
件
を
し
っ
か
り
確
認
を
す

る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
で
便
利
な
時
代
に
な
り
ま
し
た

が
、
し
っ
か
り
と
契
約
の
相
手
や
内
容
を

確
認
し
て
か
ら
行
動
（
契
約
）
す
る
こ
と

は
い
つ
の
時
代
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

「個人型確定拠出年金」の記事が気になるので、検討しようと
思いました。

くらし・なんでも相談コーナーの事例がとても身近な話題でした。事
例のように考えたり悩んだりしている方がいるんだなと思いました。

県知事への要望、労働者の抱える福祉の問題を幅広く意見交
換していただき、労福協の必要性を改めて感じました。

フードバンクの記事を拝見いたしました。食品ロスについては、ニュー
スなどでも話題になっており、微力ながら貢献しようと思っています。

最近、特殊な相続に関する問い合わせが多いので、くらし何で
も相談を参考にさせていただいています。

カラーが多くて見やすく、いつも拝見させていただいています。特に
間違い探しの絵はとても趣があり、つい探し始めてしまいます。

特殊詐欺被害防止の取組は、具体的事例が載っていてとても
参考になりました。

労働者福祉学校の案内を見ましたが、今度は南信でも開催し
てほしいです。

機関紙「ながの労福協」への
読者の皆さんから多くの声が寄せられています。その中から、いくつかご紹介します。

【
事
例
】

「
お
試
し
」
と
謳
っ
た

　
　
　
　
　
通
販
ト
ラ
ブ
ル

柳澤　修嗣

弁護士

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談
シ
リ
ー
ズ

　
　№
68

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談〝
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
〞

ƒ

０
１
２
０-

３
９-

６
０
２
９

毎
月
第
２
土
曜
日
は
、弁
護
士
・
司
法
書
士
・

特
定
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
専
門
家
相
談
員
に
よ
る
相
談
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8つ のまちがいさがしのまちがいさがし
ご家族で楽しむ 下に並んだ二枚の絵を見

比べて違っている箇所を
８つ探して下さい。
日頃使わない脳への刺激
になるかと思います。

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5 1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

A

B

C

D

（画：ろうきん　西澤　修氏）

薫
風
香
る
５
月
と
言
わ
れ
る
よ
う
、晴
れ
や
か

で
す
ご
し
易
い
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
５
月
の
始
ま
り
は
メ
ー
デ
ー
で
幕
が

開
き
ま
し
た
。５
月
１
日
が
Ｇ
Ｗ
の
長
期
休
暇
に

含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、メ
ー
デ
ー
へ
の

参
加
者
は
減
少
し
て
き
て
お
り
、若
い
世
代
に
は

メ
ー
デ
ー
を
知
ら
な
い
人
も
出
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。メ
ー
デ
ー
の
起
源
は
、過
酷
な

労
働
条
件
を
改
善
し
よ
う
と
労
働
者
が
蜂
起
し
た

行
動
で
あ
っ
た
。１
８
８
６
年
５
月
１
日
米
国
シ

カ
ゴ
を
中
心
に「
第
１
の
８
時
間
は
仕
事
の
た
め

に
、第
２
の
８
時
間
は
休
息
の
た
め
に
、そ
し
て
残

り
の
８
時
間
は
、お
れ
た
ち
の
好
き
な
こ
と
の
た

め
に
」を
目
標
と
し
た
、８
時
間
労
働
制
要
求
統
一

ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。以
降
、労

働
者
の
権
利
を
主
張
し
、団
結
と
連
帯
の
力
を
示

す
日
と
し
て
継
続
・
発
展
し
て
き
た
。さ
て
、今
の

私
た
ち
の
労
働
環
境
は
１
３
０
年
前
と
比
較
し
て

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。ひ
ょ
っ
と
し
て
後
退
し
て
い

な
い
か
心
配
で
あ
る
。長
時
間
の
過
重
労
働
に
よ

る
過
労
死
や
自
殺
、ま
た
、残
業
代
未
払
い
、ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、ブ
ラ
ッ
ク
企
業
に
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト

等
、連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。そ
の
よ
う

な
中
、政
府
主
導
で
一
元
的
に
労
働
管
理
し
よ
う

と
す
る「
働
き
方
改
革
」が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

規
制
を
か
け
る
か
ら
、残
業
を
減
ら
す
よ
う
創
意

工
夫
せ
よ
と
い
う
改
革
案
で
あ
り
、職
場
の
現
状

を
知
ら
な
い
人
た
ち
が
作
ろ
う
と
し
て
い
る
法
律

が
、ど
れ
ほ
ど
の
実
効
性
や
現
実
味
が
あ
る
の
か
、

違
和
感
が
あ
る
の
も
確
か

で
あ
る
。

メ
ー
デ
ー
を「
労・
働・
者・

の・
祭・
典・
」と
言
わ
れ
て
い
る

が
、今
の
私
た
ち
に
と
っ
て

は
こ
の
機
会
に
自
分
の
働

く「
労・
働・
環・
境・
の・
採・
点・
」
と

し
て
捉
え
て
み
て
は
ど
う

か
。（
雅
）

日
々
是
好
日

 

★
そ
の
１

長
野
県
労
福
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

下
の
バ
ナ
ー
か
ら
応
募
く
だ
さ
い
。

★
そ
の
２

F
A
X
番
号

０
２
６（
２
３
２
）６
６
７
２

★
そ
の
３

官
製
は
が
き

（
宛
先
は
表
紙
に
あ
り
ま
す
。）

い
ず
れ
の
方
法
に
よ
る

応
募
の
場
合
も
次
の
項
目
を

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
ク
イ
ズ
の
答
え
（
８
つ
）

●
労
福
協
の
機
関
紙
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を

　
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
所
属
団
体
（
単

　
組
名
）
又
は
勤
務
先
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
の
方
に
図
書

　
カ
ー
ド
（
一
、〇
〇
〇
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
６
月
９
日

プレゼントの応募方法は、
FAXとホームページからも応募できます。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

http://www.lsc-nagano.or.jp/

　
　前
回
の
正
解
は

当
選
者
（
 5
名
・
敬
称
略
）

　
古
谷
由
美
子

　
　
　
　
　（
飯
綱
町
） 

　
小
林
　
理
恵

　
　
　
　
　（
長
野
市
） 

　
山
崎
　
　
良

　
　
　
　
　（
上
田
市
） 

　
伊
藤
　
晴
子

　
　
　
　
　（
小
川
村
） 

　
岩
波
　
正
浩

　
　
　
　
　（
諏
訪
市
）
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